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４
月
20
日
（水）
▼
５
月
１
日
（日）

千
秋
公
園
で
は
期
間
中
の
土
・
日
、
祝
日
に
、
二

の
丸
ス
テ
ー
ジ
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
！
　
夜
は
公

園
内
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
情
報
、
開
花
状
況
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
見
ら
れ
ま
す
。

お花見の問い合わせ

商業観光課tel(８６６)２１１２
http://www.city.akita.akita.jp/city/in/cm/sakura/

花
見
の
期
間

お花見会場でのごみ捨てマナー
はしっかり守りましょう。過度

な場所取りもダメ！　みんなが気持ち
よくお花見できるようご協力願います。

会場　新屋大川端帯状近隣公園

会場　護国神社付近

会
場
▼
楢
山
愛
宕
下
の
太
平
川
添
い

ぽ
か
ぽ
か
陽
気
の
春
。
お
出
か
け
が
楽
し
い
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
で
す
。

さ
ぁ
、
次
の
お
休
み
は
何
し
ま
す
か
？

４月29日（金） ５月８日（日）
午前９時～午後５時

花
と
植
木
な
ど
の
市
が
出
店
す
る
ほ
か
、
楽
し
い
イ
ベ
ン

ト
が
い
っ
ぱ
い
！
　
ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

★
花
・
植
木
・
盆
栽
・
苗
木
市
　
★
ダ
リ
ア
栽
培
教
室

★
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
　
★
特
産
品
販
売

★
お
楽
し
み
抽
選
会
　
ほ
か

会場　雄和華の里エリア(空港道路沿い)

問
い
合
わ
せ

(財)
秋
田
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会

tel(

８
２
４)

８
６
８
６

▼

▼

▼

▼



農家のみなさんが丹精込めて作った市内産
の農畜産物の販売、巻き寿司の実演会などを
行います。安全・新鮮・安心な品物を豊富に揃
えてお待ちしています！

５月１日（日） 午後１時～６時30分
アルヴェ１階きらめき広場
さまざまなジャンルのアマチュアバンドが

アルヴェに集います。５層吹き抜けのきらめ
き広場に響く熱い演奏にご期待ください！
秋田のロックバンド「麗奈」のライブもあり
ます。お見逃しなく！

アルヴェのイベントの問い合わせ

秋田市民交流プラザ管理室tel(887)5310

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
か
ら
は
、
動
物
た
ち
の
食
事

風
景
が
見
ら
れ
る
「
ま
ん
ま
タ
イ
ム
」
や
、
自
分
の

手
で
ヒ
ツ
ジ
や
ヤ
ギ
に
餌
を
あ
げ
ら
れ
る
「
餌
や
り

体
験
」
も
始
ま
る
よ
。

家
族
や
友
だ
ち
み
ん
な
で
遊
び
に
来
て
ね
！大森山動物園tel(828)5508

動物園の新しい仲間、アムールトラの
“ウィッキー”です。よろしく！

３月に生まれたばかりのシマウマの赤ちゃん

開園時間 午前９時～午後４時30分

大人500円 中学生以下無料
年間パスポート1,200円

入 園 料

問い合わせ

ゴールデンウイーク期間中のイベントは参加無
料。いずれも午後２時から。参加希望のかたは直
接会場でお申し込みください。
さらに、子どもの日は中学生以下入館無料！　レ
ストラン太平では４月29日(金)から５月５日(木)ま
で“童っこフェア”を開催します。

クアドームザ・ブーンtel(８２７)２３０１

開館時間 午前10時～午後８時

大人500円 中高生400円 小学生以下300円　入館料

問い合わせ

５月１日(日) サッカーシュートに挑戦！(定員100人)
３日(火) 水中騎馬戦大会(定員50組100人)
４日(水) 浮き輪引き大会(定員50組100人)
５日(木) 水中宝探し大会(定員100人)

子どもの日は中学生以下入館無料！

ゴールデンウィーク期間中のイベント

★
★入場無料

地産
地消

▼
▼

▼
▼

広報あきた　４月16日号03

４月30日（土） 午前11時～午後３時
アルヴェ１階きらめき広場

昨年のアルヴェでの直売
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こ
れ
ま
で
の
市
の
仕
事
の
進
め
方
で
は
、
計

画
や
事
業
の
企
画
立
案
過
程
に
お
け
る
市
民
参

加
の
位
置
づ
け
が
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
た
め
、
せ
っ
か
く
い
ろ
い
ろ
な
事
業

を
行
っ
て
も
、「
市
民
の
立
場
に
立
っ
た
内
容

に
な
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
」「
企
画
立

案
や
意
思
形
成
の
過
程
が
不
透
明
で
、
計
画
の

意
図
す
ら
よ
く
わ
か
ら
な
い
」
な
ど
と
指
摘
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
市
で
は
、
計
画
な
ど
の
企
画
立
案

過
程
を
オ
ー
プ
ン
に
し
、
市
民
が
そ
こ
に
参
加

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
〟主
役

意
識
〟
を
感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
し
よ
う
と

い
う
新
し
い
姿
勢
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
仕
組
み
を
き
ち
ん
と
定
め

た
「
し
あ
わ
せ
づ
く
り
秋
田
市
民
公
聴
条
例
」

を
制
定
し
、
こ
の
四
月
か
ら
施
行
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

こ
の
条
例
を
つ
く
る
に
あ
た
っ
て
は
、
昨

年
の
春
に
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
五
人
の

市
民
の
か
た
に
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

委
員
会
は
、
条
例
が
成
立
し
た
昨
年
十
二
月

ま
で
六
回
開
催
し
、
市
民
参
加
の
意
義
、
市

民
と
市(

行
政)

と
の
関
わ
り
か
た
、
協
働
に
お

け
る
市
民
と
市
の
役
割
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、

密
度
の
濃
い
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

こ
の
条
例
は
、
計
画
の
公
表
や
意
見
を
求

め
る
こ
と
を
通
じ
て
、
市
民
と
市
が
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
深
め
な
が
ら
協
働
し
て
い

く
関
係
を
築
く
と
と
も
に
、
市
民
が
持
つ
知

識
や
経
験
を
市
政
に
活
か
し
た
り
、
市
民
が

日
々
の
生
活
の
中
で
感
じ
る
「
思
い
」
を
市
政

に
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

こ
の
た
め
、
こ
の
条
例
で
は
、
計
画
な
ど
に

つ
い
て
市
が
最
終
的
な
意
志
決
定
を
行
う
前

４
月
１
日
施
行
！
「
し
あ
わ
せ
づ
く
り
秋
田
市
民
公
聴
条
例
」

計
画
づ
く
り
に
市
民
の
”
思
い
”
を
反
映

市
の
事
業
の

案
件
が
発
生

素
案
・
原
案
な
ど
を

作
成
し
ま
す

新
し
い
ル
ー
ル(

条
例)

が
で
き
ま
し
た
。

市
で
い
ろ
い
ろ
な
計
画
づ
く
り
や
事
業

を
進
め
る
際
に
、
企
画
立
案
の
過
程
で
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
「
思
い
」
を
し
っ
か

り
と
聞
き
、
受
け
と
め
な
が
ら
、
よ
り
よ

い
方
向
に
導
こ
う
、と
い
う
ル
ー
ル
で
す
。

意
見
聴
取
の
手
法
を

検
討
し
ま
す

み
な
さ
ん
か
ら

意
見
を
お
聞
き

し
ま
す

寄
せ
ら
れ
た
意
見
を

検
討
し
ま
す

寄
せ
ら
れ
た
意
見
を

市
の
見
解
と
と
も
に

公
表
し
ま
す

運
用
委
員
会
で
手
法
や

流
れ
を
審
査
し
ま
す

透
明
性
と
市
民
参
加
を
確
保

最
終
決
定
前
に
案
を
公
表
。

市
民
と
市
の
協
働
が
目
的

・審議会や懇談会などを開く
・意見交換会を行う
・アンケート調査をする
・研究会や勉強会を開く
・はがきやメールなどで意見を公募する―など

こんなかたちで
お聞きします

問い合わせ 市民相談室tel(866)2039



５月１日(日)から放置禁止・規制区域が変わります
市では、「秋田市自転車等の放置防止に関する条例」に基

づき、秋田駅前周辺を自転車等の放置禁止・規制区域に指定
し、放置された自転車および原動機付自転車の撤去・保管を
行っています。
秋田駅周辺の公共施設の整備にともない、５月１日(日)か

ら放置禁止・規制区域が下図のように変わりますのでご注意
ください。

引き取りのない自転車などは、告示後６か月を経過
すると処分します

撤去した自転車などは、秋田駅東自転車等駐車場内にある
「自転車等保管所」へ移動し、市役所、地域センターにある
市の掲示板で、保管していることをお知らせします。また、
所有者がわかった場合は、引き取ってもらうため通知します

撤去された自転車などの返還を受けるときは、自転
車１台につき1,000円、原動機付自転車１台につき
1,500円の手数料を負担していただきます。
返還場所 秋田駅東自転車等駐車場内の自転車等保
管所(中通七丁目１－３) tel(834)6497
返還時間 午前10時～午後７時
返還に必要な物 印鑑、自転車などの鍵または身分
を証明できるもの(免許証・保険証など)

放置禁止区域に置かれた自転車などは即時撤去。放
置規制区域に置かれた自転車などには移動警告札を
貼り、おおむね２時間後に撤去します

撤
去

告
示
・
通
知

返
還

処
分

●問い合わせ　生活課tel(８６６)２０３５

秋田駅周辺への
自転車放置はダメ！

委員会では、「公聴」「市民参加」など、
ことばの概念をきちんと議論し、整理す
ることから始めました。例えば、重要な
キーワードである「協働」。単に協力し
合う、足りないところを補い合う、とい
うことではなく、お互いが一緒になって
何かを生み出し、創り出していくこと、
そういう前向きなとらえ方をしました。
「市民と市の役割をお互いに認識し合
い、そして、お互いが主役となって秋田
市のよりよいまちづくりに取り組んでい
こうという宣言」、この条例には、そん
な意味合いも込められています。

条例検討委員を務めた

佐藤裕之さん

一緒に何かを生み、
創り出していくこと

前
に
、
そ
の
案
を
公
表
し
、
市
民
か
ら
意
見

を
求
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
意
見
は

公
表
し
、
そ
の
際
に
は
、
そ
の
意
見
に
対
す

る
市
の
考
え
も
併
せ
て
公
表
す
る
こ
と
に
し

て
い
ま
す
。

「
し
あ
わ
せ
づ
く
り
秋
田
市
民
公
聴
条

例
」
に
基
づ
き
、
下
記
の
よ
う
な
計
画
な

ど
は
、
そ
の
案
を
公
表
し
、
企
画
立
案
過

程
に
お
け
る
市
民
の
市
政
参
加
の
機
会
を

確
か
な
も
の
に
し
ま
す
。

条
例
の
対
象
と
な
る
計
画
な
ど

●
秋
田
市
総
合
計
画
　
●
各
行
政
分
野
の

基
本
的
な
事
項
を
定
め
る
計
画
　
●
市
の

重
要
な
施
設
の
建
設
等
に
関
す
る
計
画

●
市
の
基
本
的
な
方
針
や
制
度
を
定
め
る

条
例
、
規
則
な
ど
　
●
そ
の
他
、
市
が
市

民
か
ら
意
見
を
求
め
る
必
要
が
あ
る
と
認

め
る
も
の

「
総
合
計
画
」
な
ど
が
対
象
に

広報あきた　４月16日号05
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▲

▲
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▼
上
下
水
道
事
業
管
理
者
　
佐
藤
正
敏

【
部
長
級
】

▼
総
務
部
長
　
大
山
幹
弥
　
▼
企
画
調
整
部

長
　
木
内
鑛
生
　
▼
企
画
調
整
部
政
策
調
整

主
幹
　
多
田
正
明
　
▼
財
政
部
長
　
藤
本
六

男
　
▼
市
民
生
活
部
長
　
田
中
政
博
　
▼
福

祉
保
健
部
付
理
事
・
秋
田
市
社
会
福
祉
協
議

会
派
遣
　
佐
藤
健
悦
　
▼
農
林
部
長
　
鈴
木

晃
　
▼
中
央
卸
売
市
場
長
　
佐
賀
正
美
　
▼

都
市
整
備
部
長
　
豊
嶋
太
朗
　
▼
都
市
整
備

部
理
事
・
兼
秋
田
駅
東
地
区
土
地
区
画
整
理

工
事
事
務
所
長
　
渡
邉
一
眞
　
▼
国
体
局
長

内
山
真
次
　

【
次
長
級
】

▼
総
務
部
次
長
　
鎌
田
潔
　
▼
総
務
部
副
理

事
　
安
田
美
智
男
　
▼
総
務
部
防
災
主
幹
・

兼
防
災
対
策
課
長
　
佐
藤
賢
治
　
▼
総
務
部

付
副
理
事
・
秋
田
市
総
合
振
興
公
社
派
遣

田
仲
雅
美
　
▼
収
入
役
室
工
事
検
査
室
長

横
山
通
　
▼
企
画
調
整
部
副
理
事
・
兼
市
民

相
談
室
長
　
土
田
繁
　
▼
市
民
協
働
・
地
域

分
権
推
進
室
長
　
佐
藤
佐
太
幸
　
▼
男
女
共

生
・
次
世
代
育
成
支
援
室
長
　
小
国
裕
実

▼
財
政
部
次
長
　
石
塚
博
史
　
▼
環
境
部
次

長
　
嵯
峨
貞
蔵
　
▼
環
境
部
総
合
環
境
セ
ン

タ
ー
所
長
　
片
岡
強
　
▼
商
工
部
次
長
　
黒

丸
惟
之
　
▼
商
工
部
副
理
事
・
兼
工
業
労
政

課
長
　
中
野
鋼
一
　
▼
農
林
部
副
理
事
・
兼

森
林
整
備
課
長
　
柳
田
欣
五
郎
　
▼
中
央
卸

売
市
場
市
場
管
理
室
長
　
鷲
谷
邦
夫
　
▼
建

設
部
次
長
　
柴
田
守
　
▼
建
設
部
次
長
　
鎌

田
金
作
　
▼
秋
田
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
管
理
室

副
理
事
・
兼
市
民
生
活
部
副
理
事
・
兼
福
祉

保
健
部
副
理
事
　
岡
田
裕
一
　
▼
地
域
振
興

局
次
長
・
兼
総
務
課
長
　
戸
田
郁
夫
　
▼
国

体
局
次
長
　
佐
藤
肇

【
課
長
級
】

▼
総
務
部
総
務
課
長
　
菅
原
真
　
▼
総
務
課

参
事
　
佐
々
木
吉
丸
　
▼
文
書
法
規
課
長

中
島
修
　
▼
人
事
課
長
・
兼
人
事
課
自
治
研

修
セ
ン
タ
ー
所
長
　
柿
崎
武
彦
　
▼
防
災
対

策
課
参
事
　
加
賀
谷
睦
知
　
▼
企
画
調
整
部

企
画
調
整
課
長
　
高
橋
善
健
　
▼
情
報
政
策

課
参
事
　
佐
々
木
洋
兒
　
▼
広
報
課
参
事

内
藤
克
幸
　
▼
市
民
協
働
・
地
域
分
権
推
進

室
参
事
　
工
藤
喜
根
男
　
▼
男
女
共
生
・
次

世
代
育
成
支
援
室
参
事
　
榎
昌
範
　
▼
男
女

共
生
・
次
世
代
育
成
支
援
室
参
事
　
古
木
恵

美
子
　
▼
財
政
部
契
約
課
長
　
藤
坂
徹
　
▼

用
地
調
査
室
長
　
宮
野
谷
智
敬
　
▼
市
民
生

活
部
市
民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
参
事
　
鹿
渡

谷
綾
子
　
▼
国
保
年
金
課
長
　
佐
藤
聡
　
▼

福
祉
保
健
部
福
祉
総
務
課
長
・
兼
福
祉
総
務

課
地
域
福
祉
推
進
室
長
　
伊
東
孝
平
　
▼
福

祉
総
務
課
地
域
福
祉
推
進
室
参
事
　
本
間
斗

▼
障
害
福
祉
課
長
・
兼
障
害
福
祉
課
医
療
福

祉
室
長
　
伊
藤
一
栄
　
▼
児
童
家
庭
課
長

今
野
郁
夫
　
▼
高
齢
福
祉
課
長
　
佐
藤
英
樹

▼
保
護
第
一
課
長
　
佐
藤
修
　
▼
保
護
第
二

課
長
　
石
川
真
　
▼
介
護
保
険
課
長
　
佐
藤

義
敏
　
▼
監
査
指
導
室
長
　
岡
部
い
く
子

▼
保
健
所
保
健
予
防
課
参
事
・
兼
保
健
セ
ン

タ
ー
参
事
　
保
坂
由
紀
子
　
▼
保
健
予
防
課

参
事
・
兼
保
健
セ
ン
タ
ー
参
事
　
畦
田
広
道

▼
健
康
管
理
課
参
事
　
福
田
弥
生
　
▼
衛
生

検
査
課
参
事
　
小
原
守
栄
　
▼
秋
田
市
技
術

吏
員
併
任
・
食
肉
衛
生
検
査
所
参
事
　
高
橋

朝
夫
　
▼
秋
田
市
技
術
吏
員
併
任
・
食
肉
衛

生
検
査
所
参
事
　
蒔
苗
修
　
▼
環
境
部
環
境

総
務
課
長
　
須
藤
智
明
　
▼
総
合
環
境
セ
ン

タ
ー
参
事
　
四
戸
昭
治
　
▼
商
工
部
商
業
観

総務部長
大山幹弥

市選挙管理委員会
事務局長

中川勉

福祉保健部付理事・
市社会福祉協議会派遣
佐藤健悦

四
月
一
日
付
け
の
秋
田
市
の
人
事
異
動
を
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
異
動
総
数
は
九
百
四
十
六
人
。
上
下
水
道
局

お
よ
び
国
体
局
な
ど
の
設
置
に
と
も
な
い
、
昨
年
を
二

百
二
十
八
人
上
回
る
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

「
市
民
協
働
」「
都
市
内
地
域
分
権
」
な
ど
、
当
面
す
る

政
策
課
題
へ
の
的
確
な
対
応
を
は
か
り
な
が
ら
、
市
町

合
併
元
年
の
円
滑
な
市
政
運
営
を
す
す
め
ま
す
。

課
長
級
以
上
の
異
動
者
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

財政部長
藤本六男

企画調整部
政策調整主幹

多田正明

国体局長
内山真次

企画調整部長
木内鑛生

上下水道事業管理者
佐藤正敏

市民生活部長
田中政博

農林部長
鈴木晃

公
営
企
業
管
理
者

上下水道局理事
田村力

市農業委員会
事務局長

斉藤忠一

都市整備部長
豊嶋太朗

中央卸売市場長
佐賀正美

上下水道局理事
星野勇

市
長
事
務
部
局

都市整備部理事・
兼秋田駅東地区土地
区画整理工事事務所長
渡邉一眞

市
町
合
併
後
の
円
滑
な
市
政
運
営
を
す
す
め
ま
す

秋
田
市
人
事
異
動

●
部
長
級
以
上
●
●



光
課
長
　
田
口
光
宏
　
▼
建
設
部
建
設
総
務

課
長
　
辻
永
徹
　
▼
道
路
維
持
課
長
　
吉
川

英
次
　
▼
道
路
維
持
課
参
事
　
滝
田
広
志

▼
建
築
課
長
　
山
崎
敏
夫
　
▼
技
術
管
理
室

参
事
　
伊
藤
隆
彦
　
▼
技
術
管
理
室
参
事

住
田
光
郎
　
▼
都
市
整
備
部
都
市
総
務
課

長
・
兼
都
市
総
務
課
交
通
政
策
室
長
　
相
場

文
男
　
▼
都
市
総
務
課
交
通
政
策
室
参
事

藤
原
昌
喜
　
▼
建
築
指
導
課
長
　
大
島
由
鶴

▼
ま
ち
づ
く
り
整
備
室
参
事
　
佐
々
木
公
秀

▼
国
体
局
総
務
企
画
課
長
　
加
賀
谷
誠
　
▼

宿
泊
輸
送
課
長
　
須
田
亨
　
▼
競
技
課
長

松
橋
有
米
生
　
▼
市
立
秋
田
総
合
病
院
事
務

局
総
務
課
長
　
佐
藤
伸
　
▼
事
務
局
総
務
課

参
事
　
鈴
木
時
雄
　
▼
収
入
役
室
会
計
課
参

事
　
小
熊
伸
司
　
▼
工
事
検
査
室
主
席
専
門

検
査
員
　
鎌
田
潔
　
▼
工
事
検
査
室
主
席
専

門
検
査
員
　
高
橋
誠
一
　
▼
工
事
検
査
室
主

席
専
門
検
査
員
　
青
山
浩
二
　

【
課
長
級
】

▼
事
務
局
総
務
課
長
　
松
木
仁
　
▼
事
務
局

総
務
課
参
事
　
相
原
健

【
課
長
級
】
▼
事
務
局
参
事
　
佐
藤
淳

【
部
長
級
】
▼
事
務
局
長
　
中
川
勉

【
部
長
級
】
▼
事
務
局
長
　
斉
藤
忠
一

【
次
長
級
】
▼
教
育
次
長
　
佐
藤
栄
司
　
▼

青
少
年
セ
ン
タ
ー
所
長
・
兼
勤
労
青
少
年
ホ

ー
ム
所
長
・
兼
少
年
指
導
セ
ン
タ
ー
所
長

飯
塚
久
雄

【
課
長
級
】
▼
教
育
研
究
所
長
　
米
澤
喜
彦

▼
文
化
振
興
室
参
事
　
松
尾
由
美
子
　
▼
生

涯
学
習
室
参
事
　
菅
原
清
　
▼
土
崎
公
民
館

副
館
長
　
古
木
孝
夫
　
▼
東
部
公
民
館
長

赤
川
衛
　
▼
南
部
公
民
館
長
　
菊
地
輝
子

▼
北
部
公
民
館
長
　
杉
山
重
弘

【
部
長
級
】

▼
理
事
　
田
村
力
　
▼
理
事

星
野
勇

【
次
長
級
】
▼
次
長
　
中
川
康
行
　
▼
次
長

兼
総
務
課
長
　
桜
田
隆
　
▼
技
監
　
大
渕
廣

【
課
長
級
】

▼
総
務
課
参
事
　
秋
山
修
次

▼
給
排
水
課
長
　
豊
島
幸
英
　
▼
給
排
水
課

参
事
　
榎
一
雄
　
▼
維
持
管
理
課
長
　
齋
藤

政
義
　
▼
維
持
管
理
課
参
事
　
鳥
海
克
実

▼
水
道
建
設
課
長
　
田
口
重
憲
　
▼
下
水
道

建
設
課
長
　
佐
々
木
淳
一
　
▼
浄
水
課
長

木
村
俊
之
　
▼
浄
水
課
参
事
　
佐
々
木
満
弘

▼
下
水
道
施
設
課
長
　
加
賀
谷
久
栄
　
▼
下

水
道
施
設
課
参
事
　
鈴
木
幸
治
　
▼
水
質
管

理
セ
ン
タ
ー
所
長
　
中
島
勇

【
消
防
監(

次
長
級)

】
▼
任
消
防
監
消
防
次
長

兼
指
令
課
長
　
加
藤
哲
実

【
消
防
司
令
長(

課
長
級)

】
▼
警
防
課
長
　
鈴

木
孝
一
　
▼
予
防
課
長
　
小
林
博
美
　
▼
秋

田
消
防
署
新
屋
分
署
長
兼
当
直
長
　
小
松
正

美
　
▼
城
東
消
防
署
長
　
佐
々
木
繁
次
　
▼

城
東
消
防
署
副
署
長
兼
当
直
長
　
金
実
　
▼

秋
田
南
消
防
署
長
　
木
島
憲
悦
　
▼
河
辺
消

防
署
雄
和
分
署
長
兼
当
直
長
　
相
馬
潔

●
国
体
準
備
室
が
国
体
局(

総
務
企
画
課
、
宿

泊
輸
送
課
、
競
技
課)

に
昇
格

●
事
務
執
行
の
適
正
化
と
効
率
的
な
組
織
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
総
務
課
と
行
政

シ
ス
テ
ム
改
革
室
を
統
合

市
の
機
構
改
正

議
会

監
査
委
員

選
挙
管
理
委
員
会

農
業
委
員
会

教
育
委
員
会

上
下
水
道
局

消
防

福祉棟１階

福祉棟２階

総務部

●
市
民
協
働
・
都
市
内
地
域
分
権
、(
仮
称)

市

民
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
構
想
を
推
進
す
る

市
民
協
働
・
地
域
分
権
推
進
室
を
新
設

●
男
女
共
生
政
策
お
よ
び
次
世
代
育
成
支
援

を
推
進
す
る
男
女
共
生
・
次
世
代
育
成
支
援

室
を
新
設

●
「
秋
田
市
地
域
福
祉
計
画
」
を
推
進
す
る
た

め
、
福
祉
総
務
課
内
に
地
域
福
祉
推
進
室

を
設
置

●
保
護
課
を
保
護
第
一
課
、
保
護
第
二
課
に
分
割

●
社
会
福
祉
法
人
な
ど
の
監
査
指
導
体
制
を

充
実
さ
せ
る
た
め
に
監
査
指
導
室
を
課
相

当
に
昇
格

●
水
道
局
と
下
水
道
部
を
統
合
し
、
上
下
水

道
局
を
新
設
。
詳
し
く
は
広
報
あ
き
た
４

月
１
日
号
10
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

農
林
部
内
の
業
務
見
直
し
に
と
も
な
い
、

課
名
が
変
わ
り
ま
し
た
。
お
も
な
業
務
は
次

の
と
お
り
で
す
。

●
農
林
総
務
課
…
農
林
業
に
関
す
る
企
画
・

調
整
、
各
種
団
体
へ
の
負
担
金
、
施
設
の

管
理
、
土
地
改
良
事
業
・
農
業
集
落
排
水

事
業
の
政
策
・
企
画
な
ど

●
農
村
振
興
課
…
土
地
改
良
事
業
、
農
業

集
落
排
水
事
業
、
米
の
生
産
調
整
、
農

畜
産
物
の
生
産
・
流
通
な
ど

●
森
林
整
備
課
…
林
業
に
関
わ
る
こ
と

●
河
辺
・
雄
和
市
民
セ
ン
タ
ー
の
上
下
水
道
班

を
、
上
下
水
道
局
お
客
様
セ
ン
タ
ー
に
移
行

●
救
急
集
中
治
療
室
、
手
術
室
、
健
康
管
理

セ
ン
タ
ー
を
、
中
央
診
療
部
に
再
編

●
専
門
機
器
の
効
率
的
な
活
用
を
は
か
る

た
め
、
超
音
波
セ
ン
タ
ー
、
内
視
鏡
セ
ン

タ
ー
を
新
設

●
地
域
医
療
連
携
室
を
中
央
診
療
部
に
移
管

●
診
療
材
料
の
管
理
の
業
務
委
託
に
よ
り
、

中
央
材
料
室
を
廃
止

●
庶
務
課
の
名
称
を
総
務
課
に
変
更

福祉棟(市役所北側)の
課・室の配置が下記のとお
り変わりました。児童家庭
課は福祉棟２階に、高齢福
祉課は本庁１階の福祉棟入
口付近に移動しました。

福祉棟の
課の配置が
変わりました

企画調整部福祉保健部地域振興局

農林部市立病院議会上下水道局

広報あきた　４月16日号07
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市
が
発
注
す
る
小
規
模
修
繕(

50
万
円
以

下)

の
受
注
を
希
望
す
る
業
者
の
登
録
を
受

け
付
け
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
小
規
模
修
繕
の

受
注
希
望
業
者
の
登
録
を
行
っ
て
い
た
か
た

も
、
５
月
31
日
(火)
で
有
効
期
間
が
満
了
し
ま

す
の
で
、
再
度
登
録
が
必
要
で
す
。
申
請
要

領
・
用
紙
は
、
契
約
課(

市
役
所
３
階)

の
ほ

か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

http://w
w
w
.city.akita.akita.jp/city/fn/cn/

◆
対
象

市
内
に
主
た
る
事
業
所
が
あ
る
か

た
。
個
人
、
法
人
、
建
設
業
の
許
可
の
有
無
、

経
営
規
模
、
従
業
員
数
な
ど
は
問
い
ま
せ
ん

が
、
建
設
工
事
、
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な

ど
の
業
者
登
録
を
行
っ
て
い
る
か
た
は
申
請

で
き
ま
せ
ん

◆
有
効
期
間

平
成
17
年
６
月
１
日
か
ら
平

成
19
年
５
月
31
日
ま
で

◆
受
付
期
間

５
月
９
日
(月)
か
ら
20
日
(金)
ま

で
の
平
日
、
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

◆
受
付
場
所
　
契
約
課
工
事
契
約
担
当

tel(

８
６
６)

２
１
６
５

平
成
17
年
度
軽
自
動
車
税
の
納
税
通
知
書

は
５
月
２
日
(月)
に
発
送
し
ま
す
が
、
次
の
よ

う
な
車
両
に
対
し
て
は
減
免
制
度
が
あ
り
ま

す
。
申
請
に
つ
い
て
の
ご
相
談
は
、
５
月
24

日
(火)
ま
で
に
市
民
税
課
へ
ど
う
ぞ
。

■
身
体
障
害
者
の
か
た
が
使
用
す
る
た
め
に

改
造
し
た
車
両

■
心
身
に
障
害
の
あ
る
か
た
が
所
有
す
る
車

両(

減
免
の
対
象
は
１
人
１
台)

■
在
宅
介
護(

医
療)

に
関
す
る
事
業
に
専
用

す
る
車
両

●
減
免
申
請
の
問
い
合
わ
せ

市
民
税
課
税
制
担
当tel(

８
６
６)

２
０
５
４

●
自
動
車
税
・
自
動
車
取
得
税
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ

秋
田
県
秋
田
地
域
振
興
局
県
税

部tel(

８
６
０)

３
３
３
１

５
月
31
日
(火)
ま
で
「
秋
田
県
山
火
事
予
防

運
動
」
を
実
施
中
で
す
。
例
年
、
春
先
は
空

気
が
乾
燥
し
、
林
野
火
災
や
空
き
地
、
河
川

敷
な
ど
の
枯
れ
草
が
燃
え
る
火
災
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
火
災
の
原
因
は
、
た

き
火
、
た
ば
こ
、
火
遊
び
な
ど
で
す
。
こ
れ

か
ら
暖
か
く
な
る
に
つ
れ
、
休
日
な
ど
に
山

に
入
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
が
、
火
の
取

り
扱
い
に
は
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
廃
棄
物
処
理
法
に
よ
り
、
廃
棄
物

の
野
外
焼
却
は
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

消
防
本
部
予
防
課tel(

８
２
３)

４
２
４
７

森
林
整
備
課tel(

８
６
６)

２
１
１
７

廃
棄
物
対
策
課tel(

８
６
６)

２
９
４
３

秋
田
市
に
は
507
か
所
の
遺
跡
が
あ
り
ま

す
。
遺
跡
内
で
土
木
工
事
な
ど
を
行
う
場
合

は
、
事
前
に
文
化
財
保
護
法
に
基
づ
く
届
け

出
、
も
し
く
は
許
可
申
請
が
必
要
で
す
。
土

木
工
事
な
ど
を
行
う
際
は
、
遺
跡
の
位
置
を

確
認
し
、
市
教
育
委
員
会
文
化
振
興
室
と
事

前
に
協
議
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
遺
跡
の
位
置
に
つ
い
て
は
、「
秋

田
県
秋
田
市
遺
跡
詳
細
分
布
調
査
報
告
書

(

改
訂
版)

」
と
、
添
付
の
「
秋
田
市
遺
跡
分

布
地
図
」(

２
万
５
千
分
の
１)

な
ど
を
ご
参

照
く
だ
さ
い
。「
秋
田
市
遺
跡
分
布
地
図
」

は
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は

文
化
振
興
室
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

文
化
振
興
室

tel(

８
６
６)

２
２
４
６

MATION
●市　役　所　か　ら　の　お　知　ら　せ

INFOR-

小
規
模
修
繕
の

受
注
希
望
業
者
の
登
録

を
受
け
付
け
ま
す

１

軽
自
動
車
税
の

減
免
制
度

２

農業用水路の事故にご注意を！ 春の農作業が始まり、農業用水路の水かさが増えます。水路
のそばを通るときは、水路に落ちたりしないようご注意ください。農村振興課tel(866)2116

遺
跡
内
の
土
木
工
事
は

事
前
協
議
が
必
要
で
す

４

山
火
事
、
原
野
火
災
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う

３

千秋公園や民家の近くで
子連れのカモシカが目撃さ
れています。
子どものそばには母親がい

るので危険です。絶対に近づ
かないでください。また、人
間の臭いが付くと子どもを見
捨てる場合がありますので絶
対に手を出さないでください。
病気やけがをしたカモシカ

を見つけたら文化振興室へ。
tel(866)2246

子連れのカモシカに注意！

４月29日(金)、５月３日(火)・５
日(木)は「家庭ごみ」だけ収集し
ます。収集日にあたっているかた
はお忘れなく。
また、５月４日(水)の資源化物

収集はお休みします。次回の収集
日に出すようお願いします。

ゴールデンウィークの
ごみ収集

環境業務課tel(863)6631



４月17日(日)は
秋田県知事選挙
投票時間 午前７時～午後８時

河辺・雄和地域は午後７時まで

有権者のみなさんにはすでに投票所入場券を郵送
しています。投票所入場券をなくしても、投票所で
再発行できますので、受付でお話しください。また、
点字投票、代理投票もできます。
開票は、投票日当日の午後９時15分から市立体育

館で行います。

問い合わせ 市選挙管理委員会事務局tel(866)2260

●これまで「なかよし幼稚
園」で投票されていたか
たの投票所が「旭北地区
コミュニティセンター」
に変わります。
●雄和の「左手子自治会館」
投票所の名称が「雄和左手子交流センター」に
変わりました。場所はこれまでと同じです。

旭北地区コミセン�
▲�

期日前投票(不在者投票)は16日(土)が最終日

期
日
前
投
票
の

投
票
所
と
時
間

市役所分館４階、土崎・新屋支所、河辺・雄和
市民センター 午前８時30分～午後８時
秋田駅西口２階ぽぽろーど 午前９時～午後８時
岩見三内・大正寺連絡所 午前８時30分～午後
５時

屋
外
広
告
物
法
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
よ
り
美
し
い
景
観
を
つ
く
り
育
て
る
こ

と
を
め
ざ
し
て
、
３
月
に
秋
田
市
屋
外
広
告

物
条
例
を
改
正
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
い
た
屋
外
広
告
業
の
届

出
制
を
７
月
１
日
か
ら
登
録
制
に
移
行
し
ま

す
。
７
月
１
日
以
降
、
市
内
で
屋
外
広
告
業

を
営
む
か
た
は
市
へ
の
登
録
が
必
要
と
な
り

ま
す
。

登
録
の
申
請
は
、
７
月
１
日
か
ら
受
け
付

け
ま
す
。
な
お
、
す
で
に
屋
外
広
告
業
の
届

け
出
を
し
て
い
る
か
た
は
12
月
29
日
(木)
ま
で

に
登
録
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

都
市
総
務
課

tel(

８
６
６)

２
３
３
２

４
月
下
旬
か
ら
各
調
査
日
の
前
後
ま
で
、

調
査
の
対
象
と
な
る
世
帯
へ
調
査
員
が
う
か

が
い
、
聞
き
取
り
に
よ
る
調
査
を
行
い
ま
す
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
国
民
生
活
基
礎
調
査(

世
帯
票)

…
世
帯
状
況

に
関
す
る
調
査
、
調
査
日
＝
６
月
２
日
(木)

②
国
民
生
活
基
礎
調
査(

所
得
票)

…
所
得
に

関
す
る
調
査
、
調
査
日
＝
７
月
14
日
(木)

●
問
い
合
わ
せ

①
は
保
健
総
務
課tel(

８
８
３)

１
１
７
０

②
は
保
護
第
一
課tel(

８
６
６)

２
０
９
６

公
売
に
参
加
さ
れ
る
か
た
は
、
印
鑑
と
買

い
受
け
代
金
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
代
理
人

の
場
合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。
最
低
公
売

価
格
は
２
万
５
千
円(

税
別)

。

な
お
、
都
合
に
よ
り
公
売
を
中
止
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
詳
し
く
は
納
税
課
納

税
担
当
へ
。tel(

８
６
６)

２
０
５
８

公
売
実
施
日
▼
４
月
26
日
(火)
午
後
１
時
〜

場
所
▼
市
役
所
３
階
の
契
約
課
入
札
室

屋
外
広
告
業
が
７
月
か
ら

登
録
制
に
変
わ
り
ま
す

５

国
民
生
活
基
礎
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

６

電
話
加
入
権
の
公
売

７

交通局の最終路線
移管協定に調印
市では、３月29日、市交通局の

最後の路線である「スケート場線」「交通局線」「泉秋
操線」の３路線を、来年４月に秋田中央交通(株)に
移管する協定の調印を取り交わしました。
これにより、平成12年度から行われてきた移管事

業は完了。今年度末で市交通局は廃止となりますが、
市民の足である公共交通の利便性を確保するための
協議は、来年度以降も継続していくことを確認し合
いました。

今年の10月１日に、21世
紀最初の国勢調査が実施さ
れます。日本で最初に国勢
調査が実施されたのは、今
から85年前の大正９年。以
後、ほぼ５年ごとに行われ、
今回が18回目になります。
国勢調査は、英語の「Population Census(人口

センサス)」を訳したもので、全国的な人口の全
数調査を意味します。ちなみに、国勢調査の「国
勢」を訓読みして、“国の勢い”を調べる調査と
とられがちですが、“国の情勢”を調べるもので
す。 情報政策課調査統計担当tel(866)1964

●国勢調査ミニ知識

■国勢調査は85年前にスタート

今年は５年に１度の国勢調査の
年。このコーナーでは10月の
実施まで、知っておきたい国勢
調査の情報をお知らせします。

第
１
回
国
勢
調
査
の
ポ
ス
タ
ー

訂正とおわび…広報あきた４月１日号23ページの「古文書解読
講座」の読みは、正しくは「こもんじょかいどくこうざ」でした。
訂正しておわびします。(広報課)

広報あきた　４月16日号09

▲

▲
▲



10

読
者
の
伝
言
板

＝
敬
称
略
＝

地下歩道“仁井田ふきっこロード”完成

月　刊

読者のみなさんのページです。
最終面に掲載している広報クイ
ズの答えと一緒に、気ままなひ
とこと、ちょっと言いたいひと
ことを、お待ちしています。

●
私
は
今
年
の
秋
田
市
立
大
正
寺

中
学
校
卒
業
生
で
す
。
母
校
が
な

く
な
り
さ
み
し
い
で
す
が
、
三
年

間
の
思
い
出
は
私
の
人
生
の
宝

物
！(

那
須
祐
美
子
　
15
歳
・
雄
和)

●
親
子
三
代
に
わ
た
り
学
ん
だ
大

正
寺
中
学
校
が
廃
校
と
な
る
の
は

と
て
も
さ
み
し
い
で
す
。
で
も
、

孫
の
先
生
が
「
卒
業
し
て
も
み
ん

な
が
母
校
と
し
て
帰
っ
て
く
る
と

こ
ろ
は
、
こ
こ
大
正
寺
中
学
校
な

ん
だ
よ
」
と
言
っ
て
く
れ
て
、
ど

こ
か
ほ
っ
と
す
る
思
い
で
し
た

(

那
須
節
子
　
67
歳
・
雄
和)

●
地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
を

育
て
て
も
ら
っ
て
い
る
大
正
寺
か

ら
中
学
校
が
な
く
な
る
の
は
さ
み

し
い
で
す
が
、
我
が
子
ら
に
は
雄

和
中
で
、
一
回
り
大
き
く
成
長
す

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
記

念
に
残
る
特
集
、
う
れ
し
か
っ
た

で
す(

佐
々
木
禎
子

44
歳
・
雄
和)

●
「
木
の
花
草
の
花
た
よ
り
」。

月
一
回
の
楽
し
み
が
増
え
ま
し

た
。
花
の
由
来
、
見
ど
こ
ろ
を
し

っ
か
り
覚
え
て
“通
”
に
な
ろ
う

(

加
藤
サ
ヨ
子
　
59
歳
・
八
橋)

●
私
の
生
ま
れ
は
河
辺
町
。
今
度

秋
田
市
に
な
り
何
と
な
く
う
れ
し

く
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
広
報
が

待
ち
遠
し
く
な
り
ま
し
た
。
と
て

も
身
近
に
感
じ
ま
す
。
河
辺
・
雄

和
周
辺
の
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
、
め
ず

ら
し
い
こ
と
が
な
い
か
な
ぁ
と
楽

し
み
。
そ
う
い
え
ば
、
雄
和
と
河

辺
の
境
界
線
あ
た
り
で
、
毎
年
今

ご
ろ
“
バ
ッ
キ
ャ
”
を
取
り
に
行

っ
て
ま
し
た
が
、
今
年
は
雪
が
ま

だ
多
く
て
だ
め
か
と
思
っ
て
い
ま

す(

赤
津
テ
イ
　
71
歳
・
泉)

●
猫
の
ひ
た
い
ほ
ど
の
庭
に
山
の

よ
う
に
積
も
っ
て
い
た
雪
が
こ
こ

数
日
で
す
っ
か
り
と
け
て
な
く
な

り
、
わ
ず
か
に
残
っ
て
い
る
だ
け

に
な
り
ま
し
た
。
数
か
月
ぶ
り
の

庭
の
土
と
花
の
茎
を
見
て
い
る

と
、
土
か
ら
見
慣
れ
な
い
緑
の
と

ん
が
り
が
ピ
ョ
コ
ピ
ョ
コ
出
て
い

ま
す
。
よ
く
考
え
る
と
、
秋
の
終

わ
り
に
植
え
た
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
た

ち
！
　
冬
の
間
の
数
か
月
で
す
っ

か
り
忘
れ
て
い
ま
し
た
。
め
ざ
ま

し
時
計
も
な
い
の
に
、
春
だ
と
な

ぜ
わ
か
っ
た
の
か
不
思
議
で
、
た

だ
自
然
の
サ
イ
ク
ル
に
感
動
。

「
よ
く
出
て
き
た
ね
」
と
声
を
か

け
、
春
を
実
感
し
た
一
日
で
し
た

(

長
谷
川
郁
美
　
24
歳
・
桜
台)

３月28日、仁井田小学校近くに
完成した地下歩道「仁井田ふきっこ
ロード」の開通式が行われました。
“ふきっこロード”という名前は、
仁井田小の子どもたちが、地域特
産の秋田蕗にちなんで付けたもの。
また、全長約62㍍の地下歩道壁面
には、地域の歴史や文化を読んだ
「仁井田郷土かるた」が埋め込まれ、
ちょっと足を止めて見たくなる素
敵な地下歩道になりました。
開通式で、仁井田小５年（現６年）

の橋本優里さんは、「１年生のときは、
国道を通るのが怖かった。地下道が
できると聞いてから早く通りたいと
ワクワクしていました。地下道を私
たちの宝物として大切に利用してい
きたいです」と感謝のあいさつ。
子どもたちの安全な通学路の確

保という地域の長年の願いがかな
った“ふきっこロード”。今後は、
仁井田小の児童らが、ボランティ
アで清掃を行い、きれいに利用し
ていくそうです。

安全な通学路は私たちの宝物です！
仁
井
田
郷
土
か
る
た

「
に
わ
か
雨
さ
っ
と

挿
し
か
け
秋
田
蕗
」

きれいな地下歩道って気持ちいいね！



●
二
歳
の
娘
と
い
つ
も
の
よ
う

に
、
は
っ
水
加
工
の
ブ
ー
ツ
を
は

い
て
出
か
け
た
ら
、
い
つ
の
間
に

か
街
中
の
雪
が
と
け
て
ス
ッ
キ
リ

し
て
い
ま
し
た
。
明
日
か
ら
は
ス

ニ
ー
カ
ー
で
、
さ
っ
そ
う
と
お
出

か
け
し
ま
す
！(

鷲
谷
典
子
　
33

歳
・
南
通)

●
秋
田
に
来
て
早
三
年
。
一
児
の

母
と
な
り
、
公
民
館
な
ど
の
乳
児

教
室
に
参
加
し
、
楽
し
く
過
ご
し

て
い
ま
す
。
あ
っ
た
か
く
な
っ
た

ら
、
上
手
に
歩
い
た
り
、
走
っ
た

り
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
息
子
を

連
れ
て
、
秋
田
の
い
ろ
い
ろ
な
と

こ
ろ
に
行
き
た
い
な
ぁ(

加
藤
紘

子
　
26
歳
・
土
崎)

広報
クイズ

前回のクイズの答えは、問１が「市民交流」サロ

ン、問２が「大正寺中学校」でした。

全問正解173通(応募総数183通)の中から、板垣百合

子さん(川元)、小林咲実さん(飯島)、佐川信子さん(八

橋)、佐々木清さん(楢山)、佐々木禎子さん(雄和)、佐

藤忠さん(仁井田)、菅原信子さん(茨島)、鈴木真知子

さん(河辺)、藤田久男さん(外旭川)、本間登美子さん

(飯島)の10人のかたに図書カードをお送りします。

３月16日号の当選者

◆４月の広報クイズは最終面です。よろしく！！◆

おしゃべりかわらばん

係から
ひとこと

秋
田
ラ
ム
ズ

四
月
、
娘
が
小
学
校
に
入
学
し
ま
し
た
。

黄
色
い
帽
子
を
か
ぶ
り
、
真
新
し
い
か
ば
ん

を
持
っ
た
ぴ
か
ぴ
か
の
姿
を
見
て
い
る
と
、

私
ま
で
新
鮮
な
気
持
ち
に
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

広
報
課
五
年
生
の
私
は
、
新
鮮
な
気
持
ち

が
だ
ん
だ
ん
少
な
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
娘

か
ら
分
け
て
も
ら
っ
た
新
鮮
な
気
持
ち
で
感

じ
た
こ
と
は
「
初
心
忘
る
べ
か
ら
ず
」。
広

報
の
仕
事
も
新
鮮
な
気
持
ち
が
大
切
で
す
。

初
心
に
返
っ
て
、
取
材
先
で
感
じ
た
新
鮮
な

発
見
や
感
動
を
、
映
像
で
分
か
り
や
す
く
お

伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

広
報
テ
レ
ビ
番
組
は
、
四
月
か
ら
放
送
回

数
が
少
し
減
り
ま
し
た
が
、
制
作
本
数
は
週

三
本
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
新
た
な
気
持
ち
で

制
作
す
る
広
報
テ
レ
ビ
番
組
に
ご
期
待
く
だ

さ
い
！
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(

渡
邉)

●広報クイズの当選者は、毎回、市政記者室の記者
のかたに厳正に抽選してもらっています(広報課)

新１年生のお友だちと一
緒に黄色い帽子をもらった
よ。警察のお姉さんが「道路
に出るときは１回止まって、
右、左を確認」って言ってた。
ぼくもちゃんと守ります。
小学校に行ったら、なわと
びをがんばりたいな。

創部３年目、現在の部員
は学生と社会人合わせて約
40人。今年のモットーは
“勝ちにこだわる”。５月１
日、新屋運動広場で岩手大
学と試合をします。ぜひ応
援に来て、迫力あるプレー
を間近で見てください！

県内唯一のアメ
フトクラブチー
ム「秋田ラムズ」
の主将・庄子充
さん

井戸端通信が楽しみ

視覚障害者向
け「声の広報あ
きた」利用者の
熊谷幸二郎さ
ん(八橋)

市役所で行われ
た黄色い帽子贈
呈式に参加した
戸井田基くん(岩
見三内小１年)

ピカピカの黄色い帽子だよ

アメフトの迫力を間近で！

「声の広報」を聞き続けて
30年になります。特に井戸端
市民通信で市民の声を聞くの
が楽しみ。広報を朗読するボ
ランティア「花時計」のみな
さんにはいつも感謝していま
す。月２回の広報、これから
も楽しみに待ってます。

(財)自治総合センター
から、飯島サンパーク町
内会自主防災隊に30万円
(宝くじの収益)の助成が
ありました。消火器、救
急医療セット、発電機、
救助工具などが配備さ
れ、地域の防災能力向上
に役立っています。

モンゴルの火力発電所で
業務管理の指導をします。
電力関係の仕事で得てきた
知識や経験を提供して、架
け橋になれたらと思います。

電力の安定供給を支援

活躍の場は世界！
がんばれ海外協力隊員
４月から２年間、ボランティアとして海

外に派遣される青年海外協力隊員に、秋田
市から２人が選ばれました。

ホンジュラスで手工芸品
の企画・制作を行います。現
地の人々の活動に参加させ
てもらう気持ちで、一緒に
問題を考えたいと思います。

一緒に問題解決を

モンゴルに派遣
された山崎孚(ま
こと)さん(64歳)

ホンジュラスに
派遣された鎌田
真紀さん(28歳)

広報あきた　４月16日号11
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日本郵政公社主催の「第37回手紙作文コンクー
ル」で、雄和・川添小学校が県内でただ１校の
「学校賞」に選ばれました。手紙、作文に理解を
深め、心を伝え、育てることへの取り組みが評価
されての受賞です。また、はがき作文部門で、永
澤麗奈さん(６年生)が「東北支社長賞」に、阿部駿
くん(５年生)、佐々木さや香さん(５年生)が「入選」
に選ばれました。
３月10日、川添小学校で雄和郵便局長から賞状

を渡された永澤さんは、「モダンダンスの全国大会
で２位になった時のうれしかった気持ちを担任の
先生に宛てて書きました。自分の考えや気持ちが
審査員のかたがたにも伝わって、とてもうれしい」
と受賞の喜びを語ってくれました。

大正寺中学校で閉校式

３月26日、雄和・大正寺中学校の閉校式が同中
学校の体育館で行われました。
地域のみなさん、卒業生、在校生ら約250人を

前に、佐々木時夫校長が「先輩たちの数々の輝か
しい活躍が後輩たちの心の支えとなってきました」
と感謝の言葉を述べ、また、最後の卒業生となっ
た齊藤亮さんも、「大中は、先生と生徒の距離がと
ても近く、みんな仲良くやってこられた。閉校は
寂しいが、これからも大中生らしく、のびのびと
がんばりたい」と、力強くあいさつしました。
恩師、そして地域の支えに育まれた〝大中魂〟。

58年の歴史の幕は閉じられましたが、一人ひとり
の胸の中で、その輝きが消えることはないでしょ
う。

全国手紙作文コンクール

新
鮮
野
菜
な
ど
の
直
売
は
河
辺
・
雄
和
地
区
で

も
！
　
こ
れ
か
ら
は
山
菜
の
季
節
。
地
元
で
採
れ

た
〟お
い
し
い
春
〟
を
味
わ
っ
て
み
て
は
い
か
が
。

地元の新鮮野菜を豊富にそろえて
販売中！　ぜひ来てくださいね。

フレッシュランドまごころ

JR和田駅横。営業は冬期
が金・土・日曜(9 : 00～
13:00)、夏期が火～日曜
(9:00～15:00)。詳しくは
お問い合わせください。

まもなく春の山菜が登場します。
おいしいガッコもありますよ！　

川添小に「学校賞」

伝達式で最後の校歌斉唱

女
め

米
め

木
き

野菜直売所

高尾神社横。６月ま
では土・日曜、７月
からは水・木曜も営
業。8:00～17:00

58年の歴史に幕

※学年は受賞時のものです。

●雄和地区の「華の里直売所（糠塚華の里駐

車場）」と「左手子ふれあい販売(バス停左手

子会館前)」は６月から営業予定。

問い合わせ

フレッシュランドまごころ
tel090-2886-1609

問い合わせ
女米木野菜生産組合(代表の
小白川さん)tel(886)3254

河
辺

雄
和 春

だ
！

春

直
売



よい睡眠でこころと体の疲れをとろう！
上手に「睡眠」はとれていますか？　睡眠は、肉体

的、精神的な疲れをとるために欠かせません。睡眠に
よる休養は、食事や運動とともに健康的な生活を支え
る大切な要素です。質の良い眠りのために、生活習慣
を見直し、睡眠環境を整えましょう。
こんな心あたりはありませんか？

寝つきが悪い　 早朝に目が覚める
夜中に目が覚めて、その後眠れなくなる
目覚めが悪い　 寝ても疲れがとれない

らずに、ふとんや枕などの寝具を
見直すなど、睡眠環境に工夫を凝
らしましょう。

そばがらなど放熱性や通気性に優れた枕を使う　
照明は明るすぎないように調節する
室温は夏25℃～28℃、冬18℃～22℃、湿度は
50％～60％に保つ
昼寝をするなら午後３時前の20～30分
頭を冷やし足元を温める　 半身浴でリラックス

13 広報あきた　４月16日号

肝炎とインターフェロン治療を中
心に、医師、薬剤師、管理栄養士が
それぞれの立場からお話しします。
参加無料。直接会場へどうぞ。
とき／４月30日(土)午前10時～11時
30分　ところ／市立秋田総合病院１
階外来ホール
●問い合わせ　市立秋田総合病院

tel(823)4171

おおむね60歳以上のかたが対象で
す。時間は午前10時～正午。無料。
◆歴史探訪(八橋周辺)
５月11日(水)。先着20人。申し込

みは４月22日(金)午前９時から八橋老
人いこいの家へ。tel(862)6025
◆薬の知識について
５月12日(木)、飯島老人いこいの家

で。直接会場へ。tel(845)3692

水の抵抗を利用したトレーニング
で運動不足をスッキリ解消しません
か。秋田駅東口から送迎バスあり。
受講料2,600円(昼食・入館料含む)。
とき／４月27日(水)午前10時45分～
午後零時15分　ところ／クアドーム
ザ・ブーン　定員／先着20人
●申し込み　４月22日(金)までクアド
ームザ・ブーンtel(827)2301

寝たきりや痴呆のかたなどを現在
家庭で介護しているかたが対象です。
介護しているうえでの悩みや日ごろ
の思いを話し合う場です。参加無料。
直接会場へどうぞ。
とき／４月22日(金)午後１時30分～
３時　ところ／市保健センター
●問い合わせ　在宅介護者の集い代
表の廣田伴三郎さんtel(863)0935

肥満、高血圧、糖尿病などのかた
の食事について、栄養士が相談に応
じます。電話などで予約が必要。
とき／５月17日(火)午前10時～午後
２時30分　ところ／市保健センター
●申し込み　市保健所保健予防課

tel(883)1175

健康

肝
かん

臓
ぞう

教
きょう

室
しつ

いきいきサロン

快眠の基本は、眠りやすい環境を整えることです。
なかなか眠れないからといって、アルコールなどに頼

●質の良い睡眠をとりましょう

睡眠環境を整えても症状が改善しない場合、「体や心
の病気」のサインかもしれませんので、かかりつけ医
や専門医などに相談しましょう。
また、精神科医による「こころの相談」を毎月第

１・第３木曜日の午後２時～４時、市保健所で行って
います。予約制ですので、健康管理課へお申し込みく
ださい。なお、保健師による相談は随時行っています
のでご利用ください。

●眠れない…それは病気のサインかも！　

在
ざい

宅
たく

介
かい

護
ご

者
しゃ

の集
つど

い

水
すい

中
ちゅう

歩
ほ

行
こう

教
きょう

室
しつ

健康管理課tel(883)1180

不眠症
などの
サイン

快適な睡眠環境のポイント

食
しょく

生活相談
せいかつそうだん

夜間休日
応急診療所

時間 19：30～22：30
科目 小児科、耳鼻咽喉科

夜間休日応急診療所tel(832)3333
保健予防課tel(883)1172

お子さんの急病は

千秋久保田町の県成人病医療センター１階

夜間

時間 ９：30～15：30
科目 小児科

※上記診療時間・科目以外の受診は、
市立病院、組合病院、赤十字病院、
中通病院へどうぞ。

休・祝日
年末年始
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日本脳炎予防接種
日本脳炎は、豚の体内で増えたウイルスが蚊

に媒介されて感染します。潜伏期間は７～10日
で、高熱、嘔吐、意識障害などを引き起こす急
性脳炎になります。予防接種は、第１期の３回
の接種で基礎免疫をつけ、免疫を持続するため
に、さらに追加免疫を２回接種します。

予
防
接
種
の
受
け
方

第２期から接種の場合 公費負担で１回接種後、
１～４週間隔で２回目を自己負担で接種する。
２回接種終了後１年以上経て、第３期を公費負
担で１回接種する
第３期から接種の場合 公費負担で１回接種後、
１～４週間隔で２回目を自己負担で接種する。
２回接種終了後１年後自己負担で１回接種する

問い合わせ 健康管理課tel(883)1179

●ひっかかりのない
服装で遊ぼう

●けがをしている子
どもがいたら大人
に知らせよう

そろそろ、冬の間家の中にこもりがちだっ
た子どもたちが公園で遊ぶ機会が増えてくる
ころです。公園で安全に遊ぶため、次のルー
ルを守るようお子さんに一声かけましょう。

申し込み

子ども未来センター(アルヴェ５階)で活動し
てくれるボランティアを募集します。高校生以
上のかたが対象です。子ども未来センターで行
われる下記の２日間の研修を受講後、登録し、
子育て支援を行います。あなたの空いている時
間や、やりたいことを活かしてみませんか？

５月13日(金)・20日(金)
午後１時20分～４時30分

講義

＊講義、実習それぞれ、都合のいい
日を１日選んで受講してください。

子ども未来センターで活動しませんか！

子ども未来センターtel(887)5340

５月19日(木)・26日(木)
６月９日(木)・16日(木)
午前９時15分～正午

体験
実習

■
研
修
日
程
■

教育訓練講座の
受講料の一部を支給します

母子家庭自立支援給付金

母子家庭のお母さんが就職や技術向上のた
め、指定の教育訓練を受講した場合、受講に要
した経費の40％を支給します。ただし、支給額
は20万円を限度とし、8,000円を超えない場合は
支給対象になりません。

秋田市に住所がある母子家庭の母で、次の要件
をすべて満たすかた

●暗くなる前に帰ろう

●危険な乗り方はやめよう

●対象者

児童扶養手当の支給を受けている、または同
様の所得水準にある
受講開始日現在、雇用保険の教育訓練給付の
受給資格を有していない
この教育訓練を受けることが適職に就くため
に必要であると認められる

＊事前に、希望職種、職業生活の展望や職業経
験・取得資格などについてお聞きして、その
講座を受講することが自立に結びつくと認め
られる場合のみ、支給の対象となります。

雇用保険制度の教育訓練給付の指定教育訓練講座
ホームページで確認できます
http://www.kyufu.javada.or.jp/kyuufu/jsp/index.jsp

(財)21世紀職業財団の再就職希望登録者支援
事業の指定教育訓練講座
市が認める就業に結びつく可能性の高い講座

●対象講座

児童家庭課母子福祉担当(福祉棟
２階)tel(866)2094

●第１期を受けていないかたは

母子家庭の
お母さんへ

手続き
問い合わせ

１期が未接種のかたも２期３期で接種を

秋田市では、日本脳炎予防接種の基礎免疫第
１期未接種の場合でも、上表の対象年齢であれ
ば、第２期３期接種を無料で接種できます。基
礎免疫をつけるには、３回の接種が必要です。

＊
全
部
で
５
回
接
種
し
ま
す

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼
▼
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妊婦・産婦さんと生後28日以内
の赤ちゃんのところに助産師が訪
問し、心配事の相談に応じます。
申し込みは、妊婦さんは電話で、
産婦さんと赤ちゃんへの訪問の場
合は、母子健康手帳に入っている
「出生連絡票」を保健予防課へ郵
送してください。tel(883)1174

就園前のお子さんと保護者が対
象です。身近な材料で作って遊ぼ
う！　参加無料。直接会場へ。
とき／５月13日(金)・20日(金)午前
10時～11時　ところ／アルヴェ５
階の子ども未来センター
●問い合わせ　子ども未来センタ
ーtel(887)5340

ファミリー・サポート・センタ
ーは、利用会員が急な用事や仕事
などのときに、お子さんを預かっ
てくれる協力会員を紹介する制度
です。会員になるためには研修が
あります。受講・登録は無料。詳
しくはお問い合わせください。
子どもを預かる協力会員として

登録を希望するかたの研修会を開
催しますので、ご参加ください。
とき／５月12日(木)午前10時～午
後４時　ところ／市役所山王別館
２階小会議室(市役所裏)
●申し込み　ファミリー・サポー
ト・センターtel(887)5336

お子さんのいないかたもどうぞ。
受講料1,800円(入館料・昼食・託
児込み)。お子さんと一緒でないか
たは1,500円。先着20人。
とき／４月26日(火)午前11時～正
午　ところ／ザ・ブーン
●申し込み　４月22日(金)まで
ザ・ブーンtel(827)2301

平成16年３月までに生まれた就
園前のお子さんと保護者が対象で
す。５月14日(土)午前10時～11時、
けやき平幼稚園で。参加無料。
●申し込み　５月11日(水)までけ
やき平幼稚園tel(845)7985

★ほっぺの会 仁井田地区の就学
前のお子さんと保護者が対象で
す。４月19日(火)午前10時～正午、
仁井田児童館。仁井田地区主任児
童委員の田近さんtel(839)5002
★牛島っ子 就園前のお子さんと
保護者が対象です。４月20日(水)
午前10時～11時30分、南部公民館。
牛島地区主任児童委員の宮田さん
tel(833)0447
★とんとんくらぶ 下北手地区の
３歳未満のお子さんと家族が対象
です。４月20日(水)午前10時～11
時30分、下北手児童センター。下
北手地区主任児童委員の川村さん
tel(834)9427
★スマイルキッズ 就園前のお子
さんと保護者が対象です。親子エ
アロビなど。４月25日(月)午前10
時～11時30分、茨島体育館。参加
費500円。定員30人。申し込みは
４月23日(土)までスマイルキッズ
へ。tel090-2954-3947
★保戸野っ子クラブ 人形劇を見
に来てね。４月26日(火)午前10時
30分～正午、保戸野児童館。保戸
野地区主任児童委員の渡辺さん

tel(824)2474
★飯島ちびっこ広場「はとぽっ
ぽ」 就園前のお子さんと保護者
が対象です。飯島南児童センター
は、５月10日(火)から毎月第２火
曜日。飯島児童センターは、５月
17日(火)から毎月第１・第３火曜
日。時間はいずれも午前10時～11
時30分。飯島地区主任児童委員の
渡辺さんtel(845)4656

● 元気が大好き 育児コーナー

育 児

�

市民課総務担当tel(866)2072

●受付期間
５月２日(月)から31日(火)までの平日
午前８時30分～午後５時15分
(市民サービスセンターは午前９時～)
●受付場所
市民課５番窓口、土崎・新屋支所、市民
サービスセンター(アルヴェ)、河辺・雄和市
民センター、岩見三内・大正寺連絡所
●手続きに必要なもの
①印鑑②申請者名義の金融機関の口座
番号(市内の本・支店のもの。郵便局は
除く)③申請者の健康保険証のコピー

すでに児童手当を受けているかたから
は、６月中に現況届を提出していただき
ます。詳しくは、６月上旬に郵送で直接
お知らせします。
また、平成16年６月以降に会社を退

職したりして厚生年金などを脱退したか
たは、至急市民課に連絡してください。

０人 309万円
１人　　　　 347万円　
２人　　　　 385万円
３人　　　　 423万円
４人　　　　 461万円
５人　　　　 499万円

●
国
民
年
金
の
加
入
者

●
年
金
に
加
入
し
て
い

な
い
か
た

扶養親族等の数 所得限度額

468万円
506万円　
544万円
582万円
620万円
658万円

●
厚
生
年
金
・
共
済
組

合
な
ど
の
加
入
者

所得限度額

※限度額には、社会保険料相当額(８万円)
を加算しています。また、申請者に医療
費控除などがあると、限度額が引き上げ
られる場合があります。

児童手当を
受けていないかたへ
現在、児童手当を受けていないかたで、

下記の受給資格に該当するかたは期間内
に手続きをしてください。審査の結果、
要件を満たしていれば、６月分の手当か
ら受けられます。公務員は勤務先への申
請となります。

小学３年生(９歳になった最初の年度末)
までの児童を養育し、下記の所得限度額
を下回っているかた。所得は、申請後に
市で調査します。ご自分の所得は、平成
16年分源泉徴収票の「給与所得控除後の
金額」や「扶養人数」、平成16年分の確定
申告書などを参考にしてください。

●受給資格

つくっチャオ

けやきＫＩＤ’Ｓ

育児サークルへどうぞ

ママたちのイキイキアクアビクス

ファミサポ協力会員募集

妊産婦・新生児訪問

問い合わせ

黄色い帽子贈呈式で



４/16(土) ４/19(火)

●新年度事業を紹介

●黄色い帽子で交通安全

●秋田市ほっと情報

４/20(水) ４/26(火)
月～木　午前10時30分～

火～金　午後３時50分～
土 午後 ３時55分～

水 午後10時54分～　

テレビ
ガイド

●子育てボランティア活動中！

●祝１周年！旭北コミセン

●アトリエももさだに
作品展示室がオープン

15
分 ●４/24(日)７：30～ ABSおはよう秋田市長です「春の散策は千秋公園で」

AAB  おはよう秋田市から

ABS こんにちは秋田市から

５
分
間
テ
レ
ビ
番
組
AKT  こんばんは秋田市から

詳しい放送日程は
広報課へどうぞ
te l (866)2034

エフエム秋田 秋田市マンデー555
ABSラジオ 秋田市今週のいちネタ

毎週月　午後５ 時54分～

毎週火　午前10時30分～ラジオ
］●秋田わか杉国体まで888日
●連休は太平山リゾート公園へ

エフエム秋田 ふれあい情報 火～土　午前10時55分～
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千
秋
美
術
館
企
画
展

ウ
ィ
ー
ン
の
夢
と
憧
れ

世
紀
末
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
・
ア
ー
ト

４
月
22
日
(金)
▼
６
月
12
日
(日)

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

観覧料 一般700円 高・大学生500円 中学生以下無料

19世紀末のオーストリア・ウィーンで活躍したクリム
ト、シーレ、ココシュカらの画家、ホフマン、モーザーな
どの建築・デザイン分野の作家の作品を展示し、世紀末の
グラフィック・アートを紹介します。

記念
講演会

「世紀末ウィーンの夢」
講師はドイツ文学者の池内紀氏。５月８日(日)午後
２時から、千秋美術館３階講堂で。

列品
解説

５月11日(水)・22日(日)、６月５日(日)午後２時から。
直接千秋美術館へどうぞ。

問い合わせ　千秋美術館tel(836)7860

コ
ロ
モ
ン
・
モ
ー
ザ
ー(

コ
ロ
・
モ
ー
ザ
ー)

／
第
５
回
ウ
ィ
ー
ン
分

離
派
展
ポ
ス
タ
ー

サ
ン
ト
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
﹇
天
保
山
﹈
所
蔵

市では、「男女共生＝市民共生社会」を考える
きっかけにしてもらおうと、毎年「しあわせ実感
男女フォーラム」を市民と協働で開催しています。
今年は、11月５日(土)に映画、講演会、パネルデ

ィスカッションなどを行う予定です。たくさんの
人が楽しみながら参加でき、男女共生について考
えてもらえるイベントになるよう、ご自身のアイ
デアをこのフォーラムに活かしてみたいという実
行委員を募集します。

実行委員
の
役割

・年２回の会議(１回の報酬7,000円)
・フォーラム当日の運営、開催までの企
画検討や準備作業など(10回程度)

定員 10人程度(応募多数の場合は選考)

応募方法

５月20日(金)まで、住所、氏名、年齢、
連絡先、応募理由(フォーラムでやって
みたいこと、活かしたい自分の知識や
経験など)を書いて、郵送、ファクス、
Eメールでお申し込みください。
〒010-8560 秋田市山王一丁目１－１
男女共生・次世代育成支援室
ファクス(866)2405
Eメール ro-plmw@city.akita.akita.jp

問い合わせ 男女共生・次世代育成支援室tel(866)2141

昨年の実行委員会の様子。「実行委員を経験したこと
で、たくさんの宝物ができた」「市民と行政がともに
創るという姿勢で話し合いを重ねていったことに満
足」といった意見が聞かれました。

対象 18歳以上のかた
任期 来年３月31日まで

観覧料 一般200円 中学生以下無料

「米作四題」などの代表作をはじめ、初期の作品や初公
開の関連資料を展示します。郷土の版画家・勝平得之の世
界をご堪能ください。

問い合わせ　赤れんが郷土館tel(864)6851

ー勝平得之の原点ー
４月16日(土) ６月19日(日)
午前９時30分～午後４時30分

勝平得之世紀を超えて

勝平得之「日本の家屋
と生活」口絵

赤れんが郷土館開館20周年記念

エフエム椿台 午後スタ 毎週水　午後３ 時00分～

勝平得之世紀を超えて

▼

▼ ▼



アメリカシロヒトリ
退治はお早めに！

防除の噴霧器を無料で貸します

緑を食い荒らす虫「アメリカシロヒトリ」
が現れる時期がまもなくやってきます。葉の
裏にアメリカシロヒトリの巣網や幼虫を見つ
けたら、枝を切り落としたり、薬剤を散布し
て早期防除につとめましょう。
市では、４月18日(月)から、「アメリカシロヒ

トリ防除対策室」を開設し、地域や町内会で
共同防除を行う際、動力噴霧器(薬剤付き)を無
料でお貸ししています。貸出場所は交通局１
階の防除対策室分室。
なお、貸出・返却は平日に限ります。また、

動力噴霧器の台数に限りがありますので、借
りる際は事前にご連絡ください。

問い合わせ　

アメリカシロヒトリ防除対策室(公園課公園施
設管理センター内)tel(866)2445
アメリカシロヒトリ防除対策室分室(交通局管
理棟１階)tel(823)3061

17 広報あきた４月16日号

大森山動物園の小松園長が、専門家の視点から、「不思
議発見　どうぶつたちの暮らし」をテーマに、動物学を
わかりやすく解説します。大人も楽しめる内容です！
下記の開催日の午後１時30分～２時30分、動物園で開

催します。参加は無料ですが、高校生以上は入園料500円
が必要です。先着各15人程度。

５月８日(日) どうぶつたちの生き残り戦略～ゾウの鼻はなぜ長い？
６月12日(日) なぜ草食動物はからだが大きいの？
７月10日(日) 鳥の秘密～なぜ鳥には歯がないの？
８月14日(日) 哺乳動物の多様な暮らしとからだ
９月11日(日) 色の秘密～毛と羽の秘密
10月９日(日) 食欲の秋～生きることは食べること
11月13日(日) 冬に備えて～寒さと動物の暮らし

氏名、連絡先、申込希望月、人数を、①正面入口にある申込
用紙に記入②電話③Eメールのいずれかでご連絡ください。

tel(828)5508 Eメール ro-inzo@city.akita.akita.jp

開催日とテーマ(予定)

申し込み

草花の栽培、管理ができる２～３人のグループで
お申し込みください。登録後にさしあげる「ガー
デナーパスポート」を提示すれば入園は自由です

大森山動物園内の花壇づくり(１か所約１～２㎡)にご協
力くださる「My Zoo ガーデナー」登録者を募集します。
ただし、学生は除きます。

苗は自分で持ち込みとなります。栽培、管理は４
月下旬から11月ころまで

下記を参考に、４月25日(月)まで往復はがきでお申
し込みください。応募多数の場合抽選

問い合わせ　大森山動物園tel(828)5508

申し
込み

活動

内容

動物園をお気に入りの草花で飾ろう！

雄
和
休
憩
サ
ー
ビ
ス
施
設

直
売
コ
ー
ナ
ー
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

県立中央公園入口付近にある雄和
休憩サービス施設は、農産物などの
直売所としてご利用いただけます。
出店を希望されるかたはお問い合わ
せください。なお、販売に必要なイ
スやテーブルなどは各自でご準備い
ただきます。

１区画(1.62㎡)１日あたり300円利用料金

午前７時～午後７時利用時間

問い合わせ　商業観光課tel(866)2112
雄和市民センター産業班tel(886)5565

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ

防
除
対
策
室
分
室

雄和休憩サービス施設

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼
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す。５月13日(金)がジョイナス、５
月20日(金)が千秋公園で　
原風景と石碑を訪ねて 秋田の歴史
を通して見た久保田城の移り変わり
を学び、先人の業績を記した石碑を
見学します。５月17日(火)がジョイ
ナス、５月27日(金)が千秋公園で

会場はみずほ苑。受講料は①
16,800円、②8,900円。４月18日
(月)から、市消防本部、各消防署に
ある申請書で、(財)日本石油燃焼機
器保守協会へお申し込みください。
tel03(3499)2928
①石油機器技術管理講習・認定試
験＝６月13日(月)・14日(火)、午前９
時～午後６時　②石油機器技術管理
再講習＝６月15日(水)・16日(木)、午
前９時30分～午後５時

ボランティア活動に興味があるか
たが対象です。受講無料。申し込み
は随時、障害者生活支援センターほ
くとの佐藤さんへ。tel(873)7804
車いすで外へ＝５月14日(土)・28日(土)
見えないということ＝６月11日(土)・
25日(土) ボランティア体験＝７月９
日(土)・23日(土) パソコンボランティ
ア＝８月20日(土)・27日(土)、10月８日
(土)・15日(土) 手話＝11月12日(土)・19
日(土)・26日(土) ボランティアと
は？＝12月３日(土)

精神に障害のあるかたへの理解を
深め、社会との架け橋となるボラン
ティアを育成します。受講後に活動
できるかたが対象です。ただし、当
事者とその家族は対象になりません。
とき／６月３日(金)から７月末まで
に９回　ところ／市保健所ほか
●申し込み　４月28日(木)(必着)ま
で、はがきまたはファクスに住所、
氏名、性別、年齢、職業、電話番号、

ボランティア経験の有無とその内
容、受講の動機を書いて、〒010-
0976秋田市八橋南一丁目８－３ 市
保健所健康管理課tel(883)1180

ファクス(883)1171

受講後活動できるかたが対象で
す。移動介助、手話、点字の実技な
ど。受講無料。定員30人。
とき／５月21日(土)から７月９日(土)
までに10回、午前10時～午後３時
ところ／ジョイナスほか
●申し込み　４月18日(月)から秋田盲
ろう者友の会事務局tel(895)5201

オムツ交換、子宮内体験、妊婦体
験のほか、妊産婦や育児に関する無
料相談コーナーなどもあります。
とき／４月29日(金)正午～午後４時
ところ／アルヴェのきらめき広場と
４階和室
●問い合わせ　秋田県看護協会助産
師職能委員会tel(834)0172

県内唯一のアメリカンフットボー
ルクラブチーム・秋田ラムズと岩手
大学バイソンズが対戦します。午後
２時からはタッチフットボールの試
合もあります。入場無料。
とき／５月１日(日)午前11時～　
ところ／県立新屋運動広場
●問い合わせ　秋田ラムズの佐藤さ
ん090-1880-3660

４月23日はこども読書の日。新屋
図書館ではテーマに添った本を展示
します。tel(828)4215
ファンタジー ４月19日(火)～５月

１日(日) ミステリー ５月３日(火)
～15日(日) ホラー ５月17日(火)～
22日(日)

春の高尾山を彩る草花を見つけに
行きませんか。参加無料。
とき／４月30日(土)午前10時～正午
ところ／高尾山の横長根駐車場集合
(雄和女米木字石川)
●申し込み　雄和自然観察協会の工
藤さんtel(887)2909

「こどもエコクラブ」は、環境の
ことを考え、自分たちで行動する子
どもたちのクラブです。自然観察、
リサイクル活動などを行います。登
録無料。学校の友だち、子ども会、
ご家族など、気の合う仲間とサポー
ターとなる大人でクラブを作り、環
境企画課へ。tel(863)6632

県では、町内会やPTAなどの団体
が取り組む防犯・防災活動に助成金
を支給しています。上限は30万円。
申し込み締め切りは５月20日(金)。詳
しくは県民文化政策課安全・安心ま
ちづくりチームへ。tel(860)1521

八橋老人いこいの家、飯島老人い
こいの家、大森山老人と子どもの家、
雄和の耕心苑のゴールデンウィーク
前後の休館日は次のとおりです。ご
利用の際はお間違いなく。
休館日＝４月17日(日)・25日(月)・30
日(土)、５月２日(月)・６日(金)～９日
(月)・15日(日)
●問い合わせ　高齢福祉課

tel(866)2095

み
ん
な
の
情
報催し物
案 内

市し

民
相
談
室

み
ん
そ
う
だ
ん
し
つ

の
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料り
ょ
う

相
談

そ
う
だ
ん

相談の種類 相談日 時間 定員など

要
予
約

予
約
不
要

法律
新屋支所

登記
人権・困りごと
年金・社会保険
遺言

行政書士

５月６日(金)・19日(木)
５月12日(木)
５月10日(火)
４月28日(木)、５月12日(木)

５月６日(金) 13：00～16：00

各日
先着８人

先着６人

当日、直接、市
民相談室にお
越しください。
相談の順番は、
当日、抽選で
決定します。

各分野の専門家が相談に応じま
す。相談場所は、市役所１階の市
民相談室。法律相談は新屋支所で
も。法律相談と登記相談の電話予
約は４月19日(火)午前８時30分か
ら各会場で受け付けます。

税務 ５月17日(火)
５月17日(火)
５月13日(金)

13：00～16：00

13：00～16：00
13：00～16：00

９：00～12：00

14：00～16：00
９：00～12：00

市民相談室 ９：00～12：00

市民相談室tel(866)2039
新屋支所 tel(888)8080

問い合わせ

市民相談室

市民相談室

相談場所
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講師は進藤義声さん、千葉美子さ
ん、浅野和子さんほか。受講無料。
とき／５月12日(木)から11月12日(土)
までに13回、午後６時30分～８時
ところ／民俗芸能伝承館　
定員／先着100人
●申し込み　４月20日(水)から民俗
芸能伝承館tel(866)7091

藩政時代から受け継がれてきた秋
田万歳を学びます。受講無料。
とき／５月10日(火)から６月28日(火)
までに６回、午後６時30分～８時
ところ／民俗芸能伝承館　
定員／先着15人
●申し込み　４月20日(水)から民俗
芸能伝承館tel(866)7091

県テニス協会の主催。幼稚園年長
～小学５年生の初心者が対象です。
学年により３クラスに分けます。定
員各12人。ラケット、シューズは
各自ご準備ください。
とき／５月から10月までの土・日、
祝日に10回、午前８時～10時　と
ころ／八橋テニスコート　受講料／
12,000円(１年生以下9,000円)
●申し込み　４月25日(月)(必着)ま
で、はがきに、住所、お子さんの名
前、学校名と学年、保護者の名前、
電話番号、お子さんのテニス歴を書
いて、〒010-0951秋田市山王六丁
目１－１ 山王ビル214 秋田県テニス
協会事務局tel(863)2940

60歳以上のかたが対象です。会
場は市老人福祉センター。受講無料

(材料費は自己負担)。応募多数の場
合は抽選となります。
薬草教室(定員30人)＝５月11日(水)
から６月22日(水)までに４回、午後
２時～４時
実用書道教室(定員30人)＝５月18日
(水)から11月２日(水)までに12回、午
前10時～正午
初めての七宝焼(定員20人)＝５月20
日(金)から９月２日(金)までに８回、
午後１時30分～３時30分
●申し込み　４月28日(木)まで市社
会福祉協議会tel(862)7445(平日の午
前10時～午後３時)

東部地区にお住まいの60歳以上
のかたが対象です。「第２ステージ
を笑顔で生きる明日のために」をテ
ーマに学習します。定員50人。応
募多数の場合は抽選となります。
とき／５月11日(水)から来年３月１
日(水)までに11回、午前10時～正午
ところ／東部公民館
●申し込み　４月27日(水)(必着)ま
で、往復はがきに住所、氏名、生年
月日、電話番号を書いて、〒010-
0041秋田市広面釣瓶町13-３ 東部公
民館シルバーカレッジ係

tel(834)2206

北部公民館管内にお住まいの60
歳以上のかたが対象です。生きがい
についての学習会など。年会費
2,000円。
とき／５月18日(水)から来年３月15
日(水)までに11回、午後１時30分～
３時　ところ／北部公民館
●申し込み　５月６日(金)まで北部
公民館tel(873)4839

土崎公民館管内にお住まいの60
歳以上のかたが対象です。年11回、
土崎公民館および将軍野・寺内・外

旭川の各コミセンで学習します。開
講式は合同で、５月30日(月)午後１
時30分から土崎公民館で行います。
年会費2,000円。
●申し込み　５月20日(金)まで土崎
公民館tel(846)1133

学生は除きます。会場はサンパル
秋田。申し込みは女性学習センター
へ。tel(824)7764
宅地建物取引主任者資格試験の準備
講座 ５月26日(木)から９月29日(木)
までに18回、午後６時30分～８時
45分。受講料16,000円。定員50人。
申し込みは、４月25日(月)(当日消印
有効)まで、往復はがきに講座名、
住所、氏名、年齢、電話番号を書い
て、〒010-0921大町二丁目３－27
秋田ニューシティビル５階 サンパ
ル秋田・女性学習センター
グループ活動公開講座～籐細工教室
多用途かごを作ります。５月16

日(月)・23日(月)午前10時15分～午後
零時15分。材料代1,000円。先着15
人。申し込みは４月19日(火)午前９
時から
体いきいきクッキングⅠ　季節の食
材を使った健康料理。５月25日(水)、
６月22日(水)午後６時30分～８時30
分。材料代1,600円(２回分)。先着
20人。申し込みは４月20日(水)午前
９時から
企業へ出張講座 事業所や団体など
に講師を派遣し出張講座を開きま
す。講座内容、講師、日時は要望に
応じます。お気軽にご相談ください

時間はいずれも午後１時30分～
３時30分。テキスト代各500円。定
員各30人。申し込みは４月27日(水)
午前９時から佐竹史料館へ。

tel(832)7892(電話で受付)
久保田城跡探訪 久保田城跡の全容
を遺構・絵図や見学を通して学びま
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広報クイズ●広報クイズは、毎月16
日号に掲載しています。
気ままなひとことをそえ
て、どしどしご応募くだ
さい。

●３月のクイズの当選者は
11面に掲載しています。

水道局と下水道部が統合。●●●●局がスタ
ートしました。●に入る文字は？

はがき、ファクス、Ｅメールに、
答えと住所、氏名(ふりがな）、
年齢、電話番号を書いて、
４月28日(木)(必着)まで、
〒010－8560秋田市役所広報課
ファクス(８６６)２２８７
Ｅメール
ro-plpb@city.akita.akita.jp

１

２

応募方法

※答えは４月１日・16日号の｢広報あきた｣の記事中に！

152

子どもたちの通学もこれで安心です。地下歩
道「仁井田●●●●ロード」完成！

季節だより

４月４日、市役所正庁で黄色い帽子贈呈式が行われました。

この春から新１年生になったお友だちを代表して

市内の各小学校から47人が出席。

交通安全を願い、佐竹市長から真新しい帽子をかぶせてもらうと

ニッコリ笑顔でお礼をしてました。

黄色い帽子を見かけたら

スピードを落として、優しい運転をよろしくね！

黄色い帽子を優しく守ってくださいネ！
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